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―
最
近
の
情
勢

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

国
内
で
も
、
感
染
症
の
症
例
が
相
次
い

で
い
る
状
況
を
受
け
、
本
町
で
は
、
２

月
３
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
へ
の
マ
ス
ク
及
び
消
毒

液
を
設
置
し
た
ほ
か
、
予
防
対
策
チ
ラ

シ
の
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

又
学
校
に
お
い
て
は
、
政
府
か
ら
の

全
国
一
斉
の
休
暇
要
請
を
受
け
、
奥
出

雲
町
に
お
い
て
も
、
子
供
た
ち
の
命
と

安
全
を
第
一
に
考
え
、
※
全
て
の
小
中

学
校
を
３
月
２
日
か
ら
春
休
み
ま
で
の

期
間
、
臨
時
休
校
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

引
き
続
き
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
向

け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
や
島
根

県
、
医
療
機
関
と
連
携
し
、
積
極
的
な

情
報
収
集
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
に
正

確
な
情
報
を
適
切
な
時
期
に
発
信
し
て

参
り
ま
す
。

※
そ
の
後
の
状
況
に
よ
り
、
３
月
16
日

か
ら
小
中
学
校
が
再
開
し
ま
し
た
。

―
予
算
の
概
要

　

令
和
２
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
に
地
方
創
生
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
策
定
し
た
「
奥
出
雲

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
本
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
見
直
し
を
行
っ
た
上

で
１
年
延
長
し
、
令
和
２
年
度
に
「
奥

出
雲
町
総
合
計
画
」
と
整
合
性
を
図
り
、

２
つ
の
計
画
を
合
わ
せ
て
策
定
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
奥
出
雲
町
総

合
計
画
に
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
念

頭
に
お
き
編
成
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
国
内
出
生
数
は
、
90
万
人
を

下
回
る
な
ど
、
少
子
化
、
人
口
減
少
が

進
展
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
町
で
は
、

若
者
や
女
性
の
町
外
へ
の
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
様
々
な
分
野
に
お
い

て
担
い
手
不
足
な
ど
が
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
、
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の

環
境
整
備
や
雇
用
の
場
の
創
出
、
住
み

や
す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
「
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
」
の
推
進
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
の
促
進
な
ど
の
定
住
対
策
等
、
人
口

減
少
対
策
に
一
層
力
を
入
れ
て
参
り
ま

す
。 

　

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
生
活

基
盤
の
整
備
の
ほ
か
、
農
業
振
興
、
医

療
・
福
祉
や
教
育
の
充
実
な
ど
に
重
点

的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
予
算
の
総
額
は
１
３
５
億
４
千
万

円
で
、
令
和
元
年
度
当
初
予
算
に
比
較

し
て
６
億
４
千
万
円 

４
．
５
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。 

　

令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
小
中
学

校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
す
る
小
中
学

校
校
内
通
信
設
備
整
備
事
業
に
１
億
１

千
９
百
万
円
、
奥
出
雲
病
院
へ
の
負
担

金
に
１
億
９
千
２
百
万
円
な
ど
の
増
額
、

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
関
係
経
費
２
千
９
百
万
円
、
農
村
地

域
防
災
減
災
事
業
経
費
３
千
万
円
な
ど

の
減
額
に
よ
り
総
額
で
１
億
４
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　

な
お
、令
和
元
年
度
予
算
の
う
ち
新

た
に
小
中
学
校
校
内
通
信
設
備
整
備
事

業
、担
い
手
確
保
経
営
強
化
支
援
事
業

な
ど
７
事
業
、総
額
１
億
７
千
６
百
万
円

を
令
和
２
年
度
に
繰
り
越
し
を
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
有
限

会
社
奥
出
雲
椎
茸
の
決
算
状
況
を
鑑
み
、

今
般
損
失
補
償
の
限
度
額
を
増
額
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
健
全
な
経
営
を
行

う
よ
う
指
導
し
て
参
り
ま
す
。 

  ―
社
会
基
盤
・
生
活
基
盤
整
備

　

生
活
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、町

道
湯
ノ
原
線
、郡
三
成
線
、高
尾
線
、蔵

屋
福
頼
線
な
ど
10
路
線
に
つ
い
て
、引

き
続
き
改
良
整
備
の
進
捗
を
図
り
、川

東
雲
崎
線
、五
の
畑
線
外
１
路
線
に
つ
い

て
は
事
業
完
了
を
目
指
す
考
え
で
す
。 

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
要
害
山

線
、
金
原
線
、
亀
ヶ
市
線
の
３
路
線
の

測
量
設
計
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
こ

の
他
、
町
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
に

つ
い
て
も
、
国
の
防
災
・
安
全
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
、
法
定
点
検
調
査
や
補

修
及
び
改
修
事
業
を
年
次
計
画
で
進
め

て
参
り
ま
す
。 

　

県
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
の
早
期
完
成
や
新
規
事
業
の
導
入

に
向
け
て
、
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

老
朽
化
と
水
量
確
保
の
た
め
、
横
田
浄

水
場
の
改
良
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活
環
境

の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
将
来
の

負
担
に
留
意
し
な
が
ら
、
順
次
施
設
の

更
新
・
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
を
20
基
計
画
し
て
い

る
ほ
か
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
機
能
保
全

対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
調
査
・

更
新
工
事
の
実
施
、
併
せ
て
横
田
公
共

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
統
合

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。

 

―
地
域
振
興
・
定
住
対
策

　

地
域
振
興
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
深
刻
な
人
口
急
減
地
域
に
、

安
定
し
た
雇
用
の
機
会
を
も
た
ら
し
、

長
期
的
に
住
み
よ
い
地
方
へ
の
人
口
回

帰
を
推
し
進
め
る
た
め
、
「
地
域
人
口

の
急
減
に
対
処
す
る
た
め
の
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本

町
で
も
「
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組

合
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
づ
く
り
人
材

を
確
保
し
、
人
口
回
帰
の
動
き
が
起
こ

る
契
機
と
な
る
よ
う
、
ま
ず
は
調
査
事

業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

住
宅
整
備
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

転
出
抑
制
と
転
入
促
進
を
図
る
た
め
、

特
に
子
育
て
世
代
を
対
象
に
し
た
住
宅

取
得
や
改
修
に
対
し
支
援
し
て
参
り
ま

す
。  

　

ま
た
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
セ

ン
タ
ー 

奥
サ
ポ
」
で
、
奥
出
雲
町
に

末
永
く
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支

援
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

―
医
療
介
護
・
福
祉 

  　

町
立
奥
出
雲
病
院
に
つ
い
て
は
、
平

成
11
年
の
新
築
移
転
を
き
っ
か
け
に
、

町
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
地
域
医
療
の
提
供
を
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
、

医
師
不
足
の
影
響
に
よ
る
病
床
稼
働
率

の
減
少
、
入
院
患
者
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
平
均
在
院
日
数
が
延
び
、
診
療
報

酬
単
価
が
下
が
る
な
ど
奥
出
雲
病
院
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　

今
後
、
奥
出
雲
病
院
の
病
床
機
能
の

再
編
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
持
続
可

能
な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
経
営
改

善
と
医
師
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
奥
出
雲
老
人

保
健
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
設
置

し
た
「
老
人
保
健
施
設
あ
り
方
検
討
会

議
」
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、
今
後
の
整

備
方
針
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。 

　

介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
材
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

材
確
保
及
び
定
着
・
離
職
防
止
に
向
け

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。 

  ―
農
業
振
興

　

米
の
需
給
安
定
の
た
め
令
和
２
年
産

米
の
適
正
生
産
量
を
国
で
は
、
最
大
約

19
万
ト
ン
の
減
産
が
必
要
と
の
目
安
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
仁
多

米
」
の
作
付
け
推
進
と
転
作
田
の
活
用

を
合
わ
せ
た
水
田
活
用
と
産
地
化
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。 

　

特
産
振
興
に
つ
い
て
は
、「
ソ
バ
」・

「
エ
ゴ
マ
」
を
引
き
続
き
推
進
し
、

各
生
産
組
織
へ
の
支
援
や
産
直
市
場
へ

の
安
定
的
な
供
給
を
目
指
す
た
め
、
生

産
者
の
拡
大
を
図
り
、
学
校
給
食
へ
の

地
元
野
菜
の
提
供
も
進
め
て
参
り
ま
す
。 

　

畜
産
・
酪
農
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

「
第
15
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
」
が
10
月
31
日
か
ら
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
９
月
の
県
最
終
選
抜
会
に

向
け
、
県
・
Ｊ
Ａ
・
酪
農
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
酪
農
の
振
興
を

図
り
ま
す
。 

　

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、

認
定
農
業
者
の
育
成
、
集
落
営
農
組
織

の
法
人
化
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
募

集
や
後
継
者
の
育
成
に
向
け
て
、
国
や

県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
受
け
入

れ
農
業
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
棚
田
地
域
振
興
法
が

昨
年
制
定
さ
れ
、
令
和
２
年
度
か
ら
の

第
５
期
対
策
が
始
ま
る
中
で
、
「
棚
田

活
動
加
算
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の

加
算
を
受
け
る
た
め
、
町
で
は
「
指
定

棚
田
地
域
振
興
協
議
会
（
仮
称
）
」
を

立
ち
上
げ
棚
田
地
域
の
指
定
・
活
動
計

画
の
認
定
に
向
け
農
業
者
の
皆
様
と
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

日
本
農
業
遺
産
に
つ
い
て
は
、
「
世

界
農
業
遺
産
」
認
定
申
請
の
承
認
に
向

け
、
調
査
及
び
認
定
申
請
書
の
内
容
を

補
完
し
て
、
再
度
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。 

  ―
商
工
振
興

　

商
工
業
事
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

事
業
承
継
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
や
地
域
社
会
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
、
奥
出
雲
町
商
工
会
を
は
じ

め
事
業
者
の
皆
様
と
引
き
続
き
連
携
・

協
力
し
、
商
工
業
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

　

起
業
創
業
に
つ
い
て
は
、
「
古
民
家

オ
フ
ィ
ス　

み
ら
い
と
奥
出
雲
」
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し

「
し
ご
と
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
を
配
置
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
起
業
・
創
業
の
た
め
の
レ
ン
タ
ル

オ
フ
ィ
ス
の
運
営
や
講
座
、
研
修
会
の

開
催
な
ど
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

―
観
光
振
興

　

本
町
の
魅
力
あ
る
自
然
・
歴
史
・
文

化
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
を
S
N
S
の

活
用
に
よ
り
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。   

　

特
に
「
日
本
農
業
遺
産
」
へ
の
認
定

を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
農
泊
推
進
協

議
会
を
中
心
に
農
業
体
験
が
楽
し
め
る

ツ
ア
ー
の
提
供
に
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。  

 

亀
嵩
温
泉
、
斐
乃
上
温
泉
、
佐
白
温

泉
の
三
つ
の
温
泉
施
設
の
連
携
を
更
に

強
化
し
ま
す
。
特
に
斐
乃
上
温
泉
に
つ

い
て
は
美
肌
温
泉
と
し
て
の
効
能
を
活

用
し
た
商
品
開
発
に
着
手
し
、
亀
嵩
温

泉
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
体
験

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
玉
峰

山
遊
歩
道
の
散
策
の
た
め
の
ガ
イ
ド
育

成
な
ど
誘
客
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

  ―
林
業
振
興

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
森

林
整
備
に
お
い
て
直
面
す
る
様
々
な
課

題
に
対
し
て
自
治
体
が
適
切
な
対
応
を

行
え
る
よ
う
、
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。 

　

二
年
目
は
、
モ
デ
ル
団
地
を
１
団
地

選
定
し
、
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
手
法
に
よ
る
施
業
管
理
を
試
行

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
交
付
額
が

当
初
計
画
よ
り
前
倒
し
で
増
額
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
よ

る
森
林
資
源
デ
ー
タ
の
把
握
な
ど
、
ス

マ
ー
ト
林
業
の
実
施
に
も
早
期
着
手
が

可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
度
末
で
進
捗
率
は
約
43
％
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
や
境
界
が
分
か
ら
な

い
山
林
が
増
え
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

事
業
の
進
捗
を
早
め
る
よ
う
最
新
技
術

を
活
用
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

―
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
た

め
、
４
月
よ
り
健
康
福
祉
課
内
に
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
妊
相

談
、
妊
娠
時
及
び
出
産
時
の
相
談
や
訪

問
事
業
な
ど
に
加
え
、
産
婦
健
診
、
産

前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
及
び
産
後
ケ
ア

事
業
な
ど
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。 
　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
５
ヶ
年
間
を
実
施
期
間
と
し

た
「
奥
出
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
第
２
期
）
」
を
策
定
し
ま

し
た
。 

　

子
育
て
世
代
が
仕
事
と
子
育
て
を
両

立
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
の
支
援
を
、
関
係
課
が
連
携
し

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
ニ
ー
ズ
調
査
で
ご
要
望
が
多

か
っ
た
屋
内
型
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
鳥

上
幼
児
園
に
整
備
し
、
子
育
て
世
代
が

子
ど
も
と
触
れ
合
う
全
天
候
型
の
環
境

を
整
え
、
そ
の
効
果
な
ど
を
検
証
し
て

参
り
ま
す
。

 

―
消
防
防
災

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
「
奥
出
雲
町
消

防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
へ
の
答
申

を
踏
ま
え
、
団
員
定
数
の
削
減
の
ほ
か
、

幹
部
訓
練
や
夏
期
総
合
訓
練
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
、
団
員
の
負
担
軽
減
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
の

意
識
も
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
防
災
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
防
災
士
資
格
の
取
得
促
進
に
向
け

た
助
成
制
度
を
創
設
し
、
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
参
り
ま
す 

。

―
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
迫
り
、
11
名
の
横
田
高
校
出
身

の
選
手
が
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
を
目
指

し
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
剣

道
や
自
転
車
、
相
撲
、
ス
キ
ー
競
技
で

の
国
体
出
場
な
ど
、
奥
出
雲
町
関
係
者

の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
後
も
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
、
５
月
17
日
に
は
、
本
町

で
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

イ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
の
事
前
キ

ャ
ン
プ
招
致
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
が
、

国
際
大
会
の
開
催
日
程
な
ど
か
ら
実
施

が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
ツ
ア
ー
の
実

施
や
子
ど
も
達
を
中
心
と
し
た
交
流
な

ど
、
イ
ン
ド
と
の
交
流
活
動
を
引
き
続

き
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。 

  
一
方
で
、
日
本
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
代
表

チ
ー
ム
「
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
奥

出
雲
町
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
強
化

合
宿
実
施
に
向
け
調
整
し
て
お
り
、
期

間
中
に
は
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

交
流
の
機
会
も
設
け
る
計
画
で
す
。 
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　2月12日、仁多特産市が生産履歴簿の提出を
義務化するなど、安心安全な農産物を届けること
に意欲的に取り組み、地域の活性化に努めたこと
を称え、雲南農業振興協議会から表彰状が贈ら
れました。生産履歴簿は、播種・定植・収穫の日
や、使用した肥料・堆肥と農薬の名前など野菜の
成長過程を細かく記録したものです。仁多特産市
の川西店長は「農産物を納める特産市出荷協議
会の皆さんに生産履歴簿の提供をご協力いただ
くことで、安心安全な野菜を自信を持ってお届け
できる」と話されました。

　東京２０２０オリンピック大会に向け、インドとの交流活動の一環として、インドの文化について知識、関心
を深めることを目的に、２月２７日は仁多地域、２月２８日は横田地域の小中学校を対象にカーナ・カザナの日
として学校給食でインド料理が提供されました。「カーナ・カザナ」とは、ヒンディー語で食事を通して宝を発
見するという意味を持ちます。
　この日のために、インド出身の国際交流員グルン・エナさんの
アドバイスのもと、町内の栄養士と調理師が「小中学生の口に
合うスパイスの量はどれくらいか？」と、馴染みの薄いスパイス
と格闘しながら事前調理を行い、カーナ・カザナの日の献立を
決めました。当日、エナさんは三成小学校を訪れ、スパイスクイ
ズを通して、インド料理に使用されるスパイスを紹介し、児童の
皆さんと給食を食べられました。児童の一人は「おいしかった
のは、ピラフとスープとお魚と・・・・全部！！」と話し、異国の味
と独特の香りを堪能しました。

仁多特産市　
雲南農業振興協議会から表彰状を授与

　2月6日、井上唐木株式会社の井上敬行さ
んが10年以上の実績が評価され、島根県優
秀技能者ふるさと伝統工芸品・特産品技能
者部門で県から島根県優秀専門技能者に認
定されました。明治40年に兵庫県で開業し
た井上唐木株式会社は、現在、原木・材料
販売、オリジナル製品製造、委託加工、修理
を行われています。平成5年には、父親であ
る昌一さんも同称号を得ておられ、この度、
敬行さんんも認定され、親子２代での快挙と
なりました。

井上唐木株式会社  井上敬行さん　
島根県優秀専門技能者に認定

国際交流員
グルン・エナさん

▲仁多特産市のスタッフの皆さんと
　特産市出荷協議会藤原会長（1列目左）

島
根
県
優
秀
専
門
技
能
者
に
認
定
さ
れ
た

井
上
敬
行
さ
ん

▲

▲インド料理を楽しむ児童の皆さん

▲子どもたちが食べたインド給食

「カーナ・カザナの日」学校給食でインド料理を提供

！！おめでとうございます！！

インド料理に使用するスパイスは、豊かな香りのほか、健康
への効果もあります。今回、給食で使用されたスパイスは・・・
　★クミンシード
　　鉄分の宝庫、風邪の治療、食欲増進や消化促進
　★ターメリック
　　胃痛と腸内ガスの緩和

いのうえたかゆき


